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1. 目的

田中敏雄
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日本体育学会の研究部を申心とする受験生活とその影響に

関する一連の研究は、受験生活の実態とその問題点を体育学
1) 

の視点から解明している.それによると、第l点は受験しな

いものには健康第1主義者が多〈、受験者には勉強第 1主畿

者が多いことであり、第2点は受験生の運動部活動が極めて

低調であるとと -i~7，;，~) すなわち.受験生の運動部への加入
率、参加率は受験しないものに比しでかなり低い、というと

とを明らかにしている.受験勉強がきびしく、クラブ活動に

しわょせがきているというととであるが.確かに受験生の余

暇消費の様態には、進学しない高校生の渇合と遭った傾向が

認められるのである.

われわれは、以上の点をふまえて、疎外の部活動を含む余

暇時間の過ごし方に焦点をあて、進学事の高い学校とそうで

ない学校を比較して、スポーツ・レクリヱーションとのかか

わり方の遣いをみようとした.特に分析の中心としたのは、

幼少時からの『塾・ 8砂いとごと』または「勉強』の他、 『

運動部活動』、 『テレビ視聴時間』、 『趣味活動j などの行

動であり、これら勉強とスポーツ・レクリエーション行動と

の関係を『幼児期』、 『児童期」、 「中学期J. r高校期J

の4つの時期に分げて検討し、発達段階にともなう各行動の

変化ないしは推移の過程分析を試みようとしたのが本研究の

目的である.

n.方法

1.調査対象

対象は、岩手県内の進学率の高い高校(以下A高とよぷ}

の2年生男子 112名、女子80名、および進学率の低い高

校(以下B高とよぶ)の2年生男子 98名、女子 111名、

計401名である.

2.質問紙と調査方法

回申の『スポーツ風土調査J(Sport CU.ate Inventory; 

SC 1)を用い(表 1参照ず!集合法で実施した， S C 1は

5段階評定尺度の当てはまる番号を選択するかたちで回答す

るようになっている.なお、質問紙の具体的内容は、 『幼児

期J.児童期J、 『申学期』、 「高校期』の4つの時期に

対応しており、生徒の発達別のスポーツへの社会化過程を調

査できるように工夫されたものである。

皿.結果と考察

1.学校別の検討

本研究の対象としたA、B両校の特徴は.表2から明らか

なとおり、率業後の進路志望に大きな遣いがみられることで
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である.A高の場合、男子で 100%、女子でも 90%近

〈が大学進学を志望しているのに対し、一方のB高では、

男女とも約半数は歳職を希望している.ちなみに、 A高は

岩手県下でもトップクラスの学力レベルをもっ進学中心校

である.

( 1 ) r勉強』・『お付いとごと』について

表3は、各項目の平均値および標準偏差を学校別、男女

lJIJに表わし、さらに4つの項目で平均値の差の検定結果を

併記したものである.

一般に受験生活に入ると、勉強時間が滑大し、.余暇時間

がほとんどな〈なるのが普通だといわれている.したがっ

て、運動をする時間的余裕がな〈なってくるのも当然であ

る5)

表sからも明らかなとおり、項目 69に注目してみると、

相対的にではあるがA高男子に最も高い平均値が認められ

る.とのことは、 『現在{高校2年生)、勉強にかなりの

時聞をかげている』ということを意味する.一方、気付〈

点は、幼児期(項目 9)でA高の女子だけが有意に高い平

均値を示し、中学期{項目 49)になると、 A高男子も女

子と同じく B高に較べて有意に高い平均値を示すことであ

る.A高男子が中学期・高校期と勉強時聞を上昇させてい

るのに対して、 B高では男女とも逆の傾向を示している.

A高の場合、早くから進学のための勉強をはじめているこ

とがうかがえる.

(2) rスポーツクラブや運動書官での活蹟Jについて

入試の近嬢にともなって、運動部活動をするものは実質
6) 

的な減少をみせる.なかには退部してしまうものもいる.

やめる理由は『勉強が忙しい』からだという.受験のため

勉強第 1主義をとらざるを得ないものにとっては、やむを

得ないに遣いない.表2の項目 66は、現在のスポーツや

運動部の活動状況をたずねたものであり、 B高男子が有意

に高い値を示している.中学期のA.B両校の男子{項目

46)はともに高い平均値を示していることから、中学期

までの男子は、かなり活発に『スポーツクラブや運動部で

運動をしていたJ とみるととができる.それだ貯に、 Aiti

男子が、勉強のためか運動部活動をやめてしまうととが情

しまれる(項目 66) • 

(3) rスポーツ好き』 について

A. B高とも児童期までは、項目 1、21にみるように

自分のととを『とても元気な子どもだったj と思っている

ようである.そのととを裏づ吋るかのように『友だちとー



表1. SCIの質問唄目

I 1 I小学校入学以前は、とても元気な子どもでした

21小学校入学以前は、運動神経の発達した子どもでした

31小学校入学以前は、スポーツをみるととが大好きでした

41小学校入学以前は、ひとりでも活発に運動遊ぴをしていました

51小学校入学以前は、お友だちと一緒に活発に遊ぶのが楽しみでした

61小学校入学以前は、スポーツ教室などに入っていたことがあります

71小学校入学以前は、テレビをみる時聞がかなり長かったようです

81小学校入学以前は、運動以外に好きな活動(趣味)がありました

91小学校入学以前は、勉強やおけいとごとなどを始めていました

101小学校入学以前は、元気に遊んでいると、お父さんがよくほめてくれました

111小学校入学以前は、元気に遊んでいると、お母さんがよ〈ほめてくれました

12 1小学後入学以前は、兄動・姉妹とよ〈活発に遊びました

13 1小学校入学以前は、岡伎のま3友だちとよ〈活発に遊びました

14 1小学校入学以前は、異性のお友だちとよく活発に遊びました

15 1小学校入学以前は、幼稚園やスポーツ教室の先生も活発に遊ぶわたしを認めて〈れました

16 1小学校入学以前から、 「男の子らしい身体J r女の子らしい身体』のちがいに気づいていました

17 1小学校入学以前から、 『男の子らしい行動J r女の子らしい行動』のちがいに気づいていました

18 1小学校入学以前は、運動するときはいつも力いっぱい頑張っていました

19 1小学校入学以前は、運動するときはいつも 1番になりたいという気持が強くはたらいていました

201小学校入学以前は、男の子と女の子が岡じ運動をするのが当り前でした

21 1小学校3・4年生の頃は.とても元気な子どもでした

221小学校8・4年生の頃は、運動がかなり得意な方でした

231 小学校8・4年生の頃は、スポーツをみるととが大好きでした

24¥小学校3・4年生の頃は、ひとりでも活発に運動遊びをしていました

25 ¥小学校s・4年生の頃は、お友だちと一緒に活発に遊ぷのが楽しみでした

261小学校8・4年生の頃は、学校や地域のスポーツクラブなどで活発に運動したものです

271小学校3・4年生の頃は、テレビをみる時聞がかなり長かったようです

281小学校s・4年生の頃は、運動以外に好きな幾味活動がありました

291小学校s・4年生の墳は、勉強やおけいとなどのため、かなり多忙でした

301小学校3・4年生の頃は、お父さんがスポーツや運動で、よくほめたりはげましたりしてくれました

31 1小学校3・4年生の頃はJ怠母さんがスポーツや運動で、よくほめたりはげましたりしてくれました

321小学校3・4年生の頃は、兄弟・姉妹がスポーツや運動で、よくほめたりはげましたりして〈れました

お|小学校3・4年生の頃は、同性の友人がスポーツや運動で.よ〈ほめたりはげましたりして〈れました

341小学校3・4年生の頃は、異性の友人がスポーツや運動で、よ〈ほめたりはげましたりしてくれました

お|小学校3・4年生の頃は、先生がスポーツや運動で、よくほめたりはげましたりして〈れました

361小学校3・4年生の頃は、 「男の子らしい身体J r女の子らしい身体』を強〈意識するようになっていました

371小学校3・4年生の頃は、 「男の子らしい行動J r女の子らしい行動』を強〈意識するようになっていました

お|小学校3・4年生の墳は、スポーツや運動ではカいっぱい頑張りました

391小学校3・4年生の領は、スポーツや運動では勝ちたいという気持が強くはたらきました

401小学校3・4年生の頃は、男子と女子が同じ運動をするのが当り前でした

41 1中学校2年生の頃は、ひと一倍元気な子でした

421中学校z年生の頃は、スポーツや運動がかなり得意な方でした

431中学校2年生の頃は、スポーツをみることが大好きでした

441中学校2年生の頃は、ひとりでも、ジョギングゃなわとびなどよく運動しました

451中学校2年生の頃は、グループで運動するととが楽しみでした

46 I中学校2年生の頃は、スポーツクラプや運動部で活発に運動しました
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471中学校2年生の頃は、テレビをかなり長い時間視聴するのが普通でした

481中学校2年生の噴は、運動以外の趣味活動を楽しんだものでした

491中学校2年生の頃は、学習塾や自宅での勉強が大変でした

501中学校2年生の頃は、お父さんがわたしのスポーツ参加をよ〈はげましてくれました

51 1中学校2年生の頃は.お母さんがわたしのスポーツ参加をよくはげまして〈れました

521中学校2年生の頃は、兄弟・姉妹がわたしのスポーツ参加をよくはげまして〈れました

531中学校z年生の頃は、問伎の友人がわたしのスポーツ参加をよ〈はげましてくれました

541中学校2年生の頃は、異性の友人がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれました

55 1中学校2年生の頃は、先生がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれました

561中学校2年生の頃は、 『男らしい身体』または『女らしい身体Jを強〈怠織するようになりました

571中学校2年生の頃は、 『男らしい行動Jまたは『女らしい行動』を強〈意搬するようになりました

581中学校2年生の頃は、スポーツや運動では力いっぱい頑張りました

591中学校2年生の頃は、スポーツや運動では膨ちたいという気持が強くはたらきました

601中学校2年生の頃は、男子と女子が岡じ運動種目をしてもおかし〈ないと思っていました

61 1現在{高2)は、ひと一倍元気な方だとj思います

62 1現在(高2)は、スポーツや運動がかなり得意な方です

631現在(高 2)は、スポーツをみることが大好きです

641現在(高2)は、ひとりでも、ジョギングゃなわとびなどよく運動します

651現在{高2)は、グループで運動するのが楽しみです

661現在{高 2)は、スポーツクラブや運動部で活発に運動しています

671現在{高2)は、テレビをかなり長い時間観噂するのが普通です

681現在(高2)は、運動以外の趣味活動を楽しんでいます

691現在(高 2)は、勉強にかなり時間をかけています

70 I現在(高 2)は.お父さんがわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます

711現在(高 2)は、お母さんがわたしのスポーツ多加をよくはげまして〈れます

721現在(高 2)は、兄弟・姉妹がわたしのスポーツ参加をよくはげまして〈れます

731現在(高2)は、間性の友人がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます

741現在(高2)は、異性の友人がわたしのスポーツ参加をよ〈はげまして〈れます

751現在(高2)は、先生がわたしのスポーツ参加をよ〈はげましてくれます

761現在(高 2)は、 『男らしい身体j または『女らしい身体』を強〈意自慢しています

771現在(高 2) は、 『男らしい行動Jまたは『女らしい行動』を強〈意織しています

781現在(高2)は、スポーツや運動では力いっぱい頑張ります

791現在{高2)は、スポーツや運動では勝ちたいという気持が強くはたらきます

801現在{高2)は、男子と女子が同じ運動種目をしてもおかしいとは思いません

表2.卒業後の進路

項 A 高 B 高

目 男 女 男 女

大 学 112・100.0 72 89. 9 12 : 12. 2 1 o. 9 

短 大 O O. 0 1 1. 3 2 2. 0 1 1 9. 9 

各種専修学校 O O. 0 2 2. 5 23 23. 5 28 25. 2 

歳 職 o O. 0 3 3. 8 48 49. 0 49 44. 2 

その他 o O. 0 2 2. 5 13: 13.3 22 19. 8 

計 112・100.0 80:100.0 98:100.0 1 1 1 100. 0 
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表 3.各項目の平均値、標準偏差および検定結果

A 高 B 高 t検定
男 女 男 女 1~12 ~ |銭|詑M SD  M SD M SD M 1 SD 

1 3.77 1.19 3.38 1.39 3.83 1.09 3.65 1. 21 
-ー2 2.99 1.19 2.91 1.41 3.38 1.05 3.01 0.94・ -・3 2.96 1.15 2.60 1.10 3.03 1. 24 2.76 1.01 羽跡

4 3.04 1.22 2.73 1.35 3.01 1.09 2.97 1.13 
5 4.24 0.95 3.49 1.41 3.99 1.09 3.76 1. 22 -・・6 1.48 1. 21 1.48 1. 20 1.36 1.01 1.15 0.65 • 71 3.19 1. 23 2.61 1. 21 3.53 1.11 3.21 1.18・8・・ .・ • 8 3.30 1.33 3.66 1.45 2.67 1. 28 2.96 1.24 •• ••• 9 1.80 1.43 3.00 1. 78 1.51 1.03 1.68 1.20 当B・e ••• 1c 3.15 0.94 3.11 1.15 3.06 0.98 3.13 0.82 

3.21 0.96 3.36 1.09 3.11 0.88 3.15 0.88 
3.29 1.47 3.68 1. 29 3.15 1.41 3.43 1.23 u 4.12 1.02 4.06 1.19 3.80 1.28 3.94 1.06・

1~ 3.07 1.28 3.49 1.30 2.81 1. 23 3.37 1.24 調住 •• u 3.28 1.08 3.13 1.31 2.95 1.07 3.02 1.01・
H 2.45 1.29 2.15 1.31 2.44 1.19 2.11 1.03 司'

1i 2.63 1. 22 2.41 1.40 2.66 1.13 2.25 1.06 司B・
I214 f E3.95 1.05 3.71 1.32 3.74 1.08 3.69 1.03 

3.44 1.20 3.16 1.43 3.59 1. 28 3.25 1.14 • 4.26 0.86 4.43 0.94 3.75 1.13 4.24 0.90 ••• -・2 3.95 1.02 3.79 1. 25 3.98 1.07 3.69 1.09 
22: :3.23 1. 23 3.18 1.48 3.64 1.05 3.06 1.28・ -・・3.55 1. 23 2.98 1. 25 3.62 1.16 3.14 1.03 •• e・
24/ 2.92 1.22 2.81 1.38 3.10 1.11 2.89 1.04 

Z221 t E4.28 0.91 3.90 1. 23 4.16 0.99 4.09 0.96 ‘' 3.05 1.57 2.91 1.52 3.03 1. 53 2.70 1.35 
3.40 1. 21 0.81 1. 21 3.75 0.99 3.63 0.89・4・・・ •• 2211 3.75 1.33 4.01 1.31 3.09 1.33 3.22 1. 23 ••• ‘s・・2.34 1.34 2.76 1. 24 2.31 1. 21 2.53 1.14 ‘' 3Q 3.21 1.09 3.25 1.30 2.91 1.09 3.12 0.96・

3 3.10 1.03 3.49 1.18 2.93 0.99 3.08 0.94 • ‘' 33: ;2.48 0.96 2.86 1.13 2.51 0.99 2.96 0.85 ‘' 8・
3.13 1.04 3.19 1.09 2.94 0.87 3.19 0.80 • 34/ 2.52 0.93 2.60 1.04 2.66 0.92 2.87 0.80 

1.05 3.23 1.18 3.23 0.94 3.33 0.82 
3.11 1.15 2.84 1.14 3.21 0.92 3.09 0.88 
3.35 1. 09 3.04 1. 21 3.42 0.95 3.12 0.90 • 4.11 1. 02 3.80 1.16 3.85 1.06 3.69 0.98 
4.10 0.96 3.70 1.32 3.88 1.15 3.65 1.02 • 3.38 1.17 3.74 1. 24 3.07 1.15 3.63 0.99 ‘' -・B穆

- 71-



A 高 B 高 t 検定
男 女

ーョ
女 盆刊号合|子 !;I~ M SD M SD M SD  M I SD  ゆえ~ヌヨ~ ヲヲtぅι

4 3.33 1.16 3.20 1.16 3.45 1.04 3.35 0.96 

44: ; 3.29 1.26 2.98 1.37 3.63 1.06 2.85 1.18・ ••• 3.88 1.30 3.63 1.42 4.09 1.14 3.79 1.11 
4~ 2.91 1.47 2.61 1.40 2.86 1.37 2.65 1.19 

3.57 1.33 3.31 1.49 3.63 1.15 3.58 1.13 
3.88 1.41 3.21 1. 78 3.88 1.41 3.46 1.40 •• ‘' 

2.89 1.24 2.54 1. 29 3.62 1.14 3.93 0.85 ••• -・8 ‘' 

4451 1 { 
3.82 1.29 3.93 1.28 3.56 1.19 3.47 1.14 司除

2.48 1. 29 2.66 1.17 2.00 1.12 2.23 1.09 •• •• 3.38 1.14 3.10 1.37 3.07 1. 06 3.05 1.12 ，. 
5 3.27 1.07 3.39 1.25 3.14 1.01 3.15 1.04 
5~ 2.85 0.96 2.98 1. 22 2.70 0.93 2.96 0.98 
5~ 3.24 1.05 3.43 1.30 3.02 0.97 3.22 0.95 
541 2.90 0.98 2.80 1. 20 2.77 1.09 2.93 0.89 

555556EE 1 E E 【3.26 

1.13 3.26 1.16 3.14 1.10 3.23 0.91 
4.37 0.77 3.90 1.06 4.30 0.75 4.16 0.79 •• 4.37 0.78 3.96 1.15 4.27 0.79 4.06 0.83 e・
4.11 1.04 3.66 1. 27 3.87 1.15 3.40 1. 22 現'‘' 司s・
4.06 0.97 3.55 1.38 3.80 1.35 3.65 1.17 •• 2.41 1.10 2.64 1. 26 2.68 1.15 2.80 1.07 

6 3.27 1.03 3.20 1.10 3.38 0.96 3.23 0.99 
1.12 2.79 1.34 3.47 1.04 2.68 1.09・ ••• 3.93 1.26 3.85 1.36 4.13 1.17 3.98 1.04 

2.57 1.32 2.34 1.35 2.71 1. 21 2.27 1.08 .・
3.64 1. 23 3.44 1.47 3.62 1.14 3.32 1.23 
3.16 1. 74 2.73 1. 74 3.74 1.61 2.63 1.59・ ••• 2.38 1.16 2.38 1. 20 3.12 1.31 3.30 1.19 ••• -・*3.75 1.31 3.93 1.29 3.54 1.41 3.31 1.26 ‘隊司・

3.00 1.11 2.56 1.11 1.84 0.96 1.96 0.95 ••• 事‘隊司除 •• 2.98 1.09 2.93 1.38 3.07 1.14 2.84 1.19 
7 2.90 1.01 3.08 1.31 3.19 1.10 2.94 1.19・

1.06 2.86 1.35 2.79 1.01 2.79 1.09 
3.17 1.19 3.08 1.41 2.97 1.13 2.98 1.09 
2.63 1.05 2.80 1. 26 2.81 1.18 2.75 0.98 
2.57 1.05 2.66 1.15 2.86 1.09 2.84 1.05 
4.33 0.82 3.76 1.18 4.46 0.74 4.14 0.90 判隊 穆司B・••• 4.37 0.83 4.24 1.12 4.39 0.85 4.18 0.82 
3.99 0.94 3.76 1.15 3.74 1.26 3.20 1. 20 •• ••• 3.93 0.96 3.73 1. 25 4.00 1. 26 3.39 1.15 ••• 2.28 1.16 2.56 1. 26 2.83 1.35 2.98 1.18 •• • マー・・
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絡に活発に遊ぶのが楽しみだったJ (項目 5、25)という

回答もかなり高率であった.

(4) rみるスポーツ好きj について

幼児期から高校期にいたるまで、男子はスポーツをみるこ

とが大好きのようである(項目 s、 23、43.63).い

っぱんに、運動遊びゃ部活動が中学期あるいは高校期で低調

になる傾向を示すなかで、 『みるスポーツ』だけは発達階階

にkもなって、その平均値が上昇する傾向を示している点に

注目すべきであろう.余暇時間や運動する時間的余裕がなく

なって〈る高校期になっても、マスメディアをとおして多様

なスポーツ欲求を充足させているものと恩われる.

(5) rテレビ視聴時間」について

家庭内にあって.テレビは余暇時間の〈つろぎには欠かせ

ないものとなっているが、項目 7、27、47. 67に注目

してみると、幼児期から高校期のいずれの時期においてもB

高の平均値が有怠に高い.A高ではテレビ視聴時間や運動節

活動時聞が勉強時間と対照的に下降しているととに控目すベ

きである.

(6) r遁動以外の趣味活動Jについて

項目 8、28、48、68に注目すると、いずれも幼児期

から高校期にいたるまで、 A高の平均値が高い.とのごとは、

受験勉強のきびしいなかでも運動以外の趣味を持ち続け、重量

れた心身をいやし、楽しんでいることを示唆している.

2.学校別性差の検討

(1) r勉強・お付いとごと』について

表3の項目 9、 29から明らかなように、 A高女子は幼児

期からおけいこや塾などへ通って、忙し〈すごしていたよう

である.とのととは、教育・教量産に努める階層の指標でもあ

るとみてよいでろとう.

(2) rスポーツクラプや運動部活動』について

項目 66は、 AB両校とも高校期の女子のスポーツ活動が

ひかえめであるととを示している.せっか<.中学期まで発

達段階にともない上昇してきたものが.高校期になって.い

っきに下降するところが問題であるといえよう.

(3) rスポーツ好き』について

A、B両校の女子は、男子同様児童剣まではとても活発で

元気のよい子どもであったようだ{項目 1、21).しかし、

好んでスポーツをみる傾向については.児童期までの女子の

場合、男子に較べてやや消極的であることがわかる。一方、

「グループで運動するのが楽しみだ』とする回答がA高の場

合、男子の方が幼児期、児童期を通じて(項目 5、25)、

グループ遊びが活発であったととを示している.このような

申で、中学期、高校期になって{項目 45、65)、性差の

消失していく傾向のあるととは注目しなげればならない.

(4) rテレビ視穂時間』について

テレピ視噂傾向には、 A、B両校の特徴がはっきり認めら

れる.とくに中学期および高校鰐において、 A高の男女が共

に低い値を示しており、テレピの視聴時間の短くなってい

ることをはっきり表している(項目 47、67)。このよ

うな中で、 A高女子は幼児期から視聴時間で最も低い値を

示し続砂ていることに注目すべきであろう.これは、主主防

いとごとや整通いのためか、あるいは進学のための勉強に

よるものではないかと思われる.

(5) r運動以外の趣味活動Jについて

すでにみたとおり、 A高男女の趣味活動がB高のそれよ

り有意に高い値を示しているのであるが(項目 8、28.

48.68)、進学のためのストレスが次第に増大してい

くと思われる中学期、高校期で、 A高の男女が共通して趣

味活動を楽しむ傾向を強めているととに注目しなければな

らない.

IV.まとめ

以上のような結果から、われわれは、さらに次のような

知見を得ることができる.すなわち、

(1)大学進学校の勉強生活は、中学期からきびしさを

織し、運動都生活は高校期で著しく低下してい<.との傾

向はテレビ視聴率の低下傾向と軌をーにするものであり、

先行鰭研究の結果と矛盾するものではない.

(2)運動蔀活動(組織的スポーツ関与)が著しく低下

するなかで.グループでの運動遊び志向(未組織的スポー

ツ関与}がそれほど低まらないことは、受験勉強の態勢を

進めるなかで、当然のことであろう.しかし.みるスポー

ツの楽しみ (2~的スポーツ関与}に強い興味を示し続け

るととは.彼らのスポーツに対する欲求が実情に則して補

償行動化する傾向を示しているものと恩われる.

(3)勉強時聞を増大させる努力のなかで、テレビ視聴

時間を減少させながらも、運動以外の趣味活動が大切にさ

れる傾向は、いわゆる受験生が限定された時間構造の中で

も、健全なレクリエーション志向性を失わない傾向を示し

ているのとして注目されるのである.
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